イオン交換処理によるカルキ臭原因物質の制御 (京都大学環境衛生工学研究会 第31回シンポジウム講演論文集) by 佐藤, 尚行 et al.
Titleイオン交換処理によるカルキ臭原因物質の制御 (京都大学環境衛生工学研究会 第31回シンポジウム講演論文集)
Author(s)佐藤, 尚行; 越後, 信哉; 伊藤, 禎彦











Control ofBleach Odor Compounds by Io任ExchangeTreatInent 
Kyoto Univ. Nω'yuki SATOH， Shinya EClllGO， Sadahiko ITOH 




















































































420 400 360 380 
時間(min)
340 
250 210 220 230 
時間 (s)
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